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慢
性
の
病
気
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

私
の
住
む
富
山
県
で
、
去
る
八
月
に
日
本
家
族
研

究
・
家
族
療
法
学
会
主
催
の
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
集
ま
り
は
日
本
内
観
学
会
が
内
観

普
及
の
為
に
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い

る
の
と
同
じ
趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
る
。
参
加
し
て
改
め

て
私
は
、
慢
性
の
病
気
へ
の
日
頃
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
や
実
践
が
正
し
か
っ
た
と

確
信
し
、
意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

唐
突
な
出
だ
し
で
読
者
の
方
は
戸
惑
っ
た
事
で
し
ょ

う
。
今
回
は
医
療
ら
し
い
話
に
し
ま
す
。
病
気
に
は
、

急
性
疾
患
と
慢
性
疾
患
が
あ
る
。
急
性
疾
患
と
い
う
の

は
、
病
気
の
名
前
の
頭
に
急
性
、
例
え
ば
急
性
肺
炎
と

医
療
と
内
観
（
第
十
六
回
）

か
急
性
気
管
支
炎
、
急
性
肝
炎
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

病
気
で
、
急
激
に
始
ま
っ
て
、
は
や
く
経
過
す
る
。
反

対
に
慢
性
疾
患
は
徐
々
に
発
病
し
、
治
癒
に
も
長
期
間

を
要
す
る
病
気
で
、
結
核
や
糖
尿
病
な
ど
の
体
の
病
気

や
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
摂
食
障
害
な
ど
心
の
病
気

が
あ
る
。

急
性
疾
患
に
対
し
て
は
、
医
者
が
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ

を
握
り
、
病
気
の
人
に
対
し
て
治
療
を
行
う
。
そ
の
際
、

最
近
よ
く
知
ら
れ
る
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

（
説
明
と
同
意
）
を
患
者
や
家
族
に
対
し
て
行
う
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
と
死
が
交
錯
す
る
緊
急
救
命
室
、
Ｅ
Ｒ

（
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ル
ー
ム
）
に
担
ぎ
込
ま
れ
る

人
達
に
、
意
識
の
な
い
人
が
多
く
刻
一
刻
を
争
う
た
め

に
医
者
主
導
で
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
に
は
患
者
や
家
族
の
意
志
よ
り
、
医
者
の
父
親

的
温
情
主
義
が
優
先
さ
れ
る
。
生
命
第
一
優
先
、
病
気

を
治
す
こ
と
を
第
一
義
と
し
た
、
医
師
や
医
療
従
事
者

が
上
層
に
位
置
し
、
病
気
を
持
っ
た
患
者
が
下
層
に
位

置
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
を
示
す
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ



ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
構
造
で
な
く
同
等
の
位
置
で
病
気
に

立
ち
向
か
う
姿
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
病
気
に
対

し
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
う
病
気
に
対
し

て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
族
も
家
族
病
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
病
気
に
対
時
し
、

職
場
も
病
気
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
は
治
ら
な
い
が
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
で
患

者
は
断
酒
継
続
と
伴
に
生
き
方
を
変
え
、
自
立
と
社
会

参
加
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
内
観
と
の
関
係
を
述
べ
る
と
、
内
観
は
病
気

（
特
に
慢
性
疾
患
）
に
対
し
て
一
一
方
面
よ
り
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
病
気

を
病
ん
だ
患
者
に
は
個
人
精
神
療
法
的
に
、
一
方
は
家

族
内
観
を
通
し
て
家
族
療
法
的
側
面
よ
り
、
慢
性
疾
患

が
多
い
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
持
っ

た
内
観
療
法
を
私
達
が
手
に
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

2７

ム
・
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
ど
の
病
気
も
治
る
訳
で
は
な
い
。
急
性

期
を
過
ぎ
て
も
治
ら
な
い
で
慢
性
期
に
移
行
す
る
場
合

も
あ
り
、
糖
尿
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
よ
う
に
始

め
か
ら
慢
性
期
の
病
気
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
病
気
に

対
し
て
伝
統
的
な
医
者
主
導
の
や
り
方
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
。
い
く
ら
医
者
が
、
「
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い

て
薬
を
飲
み
な
さ
い
、
体
重
を
減
ら
す
食
事
療
法
を
し

な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
患
者
や
家
族
が
病
気
を
良
く

理
解
し
主
体
性
を
持
っ
た
病
気
へ
の
取
り
組
み
が
な
け

れ
ば
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
職
場
も
病
気
の
予
防
に
力

を
入
れ
て
も
、
成
人
病
に
代
表
さ
れ
る
疾
患
を
持
つ
人

を
雇
用
せ
ざ
る
得
ず
、
患
者
の
病
気
を
理
解
し
長
期
に

わ
た
っ
て
通
院
を
さ
せ
た
り
、
仕
事
の
配
置
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
慢
性
疾
患
に
対
す
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
卜
・
モ
デ
ル
で
す
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

と
は
、
「
力
を
増
幅
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

こ
の
モ
デ
ル
は
、
病
気
を
円
の
中
心
に
置
い
て
、
周
囲

に
患
者
や
家
族
、
医
師
、
職
場
、
地
域
が
配
置
さ
れ
、


